
会 議 録 （ １ ）

会議の名称 飯能市環境審議会

開 催 日 時 令和４年３月２２日（火）

開会 午後３時００分 閉会 午後４時００分

開 催 場 所 飯能市役所本庁舎別館２階会議室１・２

会 長 氏 名 伊藤 雅道

出 席 委 員 伊藤 雅道、笹川 裕之、吉野 隆士、加藤 正幸、浅野 正敏、

佐野 繁、小林 愛

欠 席 委 員 石田 若菜、原田 恵子、大石 章

説 明 者 の

職 氏 名

産業環境部長 細田 幸二

環境緑水課長 関田 賢二

自然環境担当リーダー 主幹 平田 旭彦

環境計画担当リーダー 主査 出井 孝子

生活環境担当リーダー 主査 仲田 卓司

傍聴者の数 なし

会 議 次 第 別紙次第のとおり

配 布 資 料 別紙のとおり

事務局職員

職 氏 名

環境計画担当リーダー 主査 出井 孝子

環境計画担当 主任 増岡 佑作



会 議 録 （ ２ ）

議事の概要（経過）・決定事項

議事（１）諮問１号天覧山・多峯主山周辺の景観緑地の指定について

配布資料に基づき、令和４年度に新規指定する予定地について説明した。

説明後、質疑応答を行った。

議事（２）諮問２号第３次飯能市環境基本計画の策定について

配付資料に基づき、基本計画策定に関する基本的事項及びスケジュール

を説明し、令和３年度に実施したアンケート結果について報告した。

報告後、質疑応答を行った。

議事（３）緑のトラスト保全第４号地（飯能河原周辺河岸緑地）の取得について

（報告）

配付資料に基づき、令和３年度に新規取得したトラスト用地について

報告した。報告後、質疑応答を行った。

議事（４）みらい環境基金について（報告）

配付資料に基づき、飯能市環境づくり基金と飯能市緑の基金を統合し、

飯能市みらい環境基金を設置することについて報告した。

報告後、質疑応答を行った。

その他 阿須山中土地有効活用事業について報告した。

報告後、意見を承った。
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会 議 録 （３）

発 言 者 発 言 内 容

１．開 会

２．あいさつ

伊藤会長及び細田産業環境部長

３．委員等紹介

委員及び職員の紹介を行った。

４．諮問書の伝達

産業環境部長 ―「諮問書」を伊藤会長に手交した。―

５．議事

環境緑水課長 次に議事に移ります。飯能市環境審議会条例第７条第１項の規定により、伊藤

会長に議長をお願いすることとします。

議長 それでは、議事（１）の「諮問１号天覧山・多峯主山周辺の景観緑地の指定に

ついて」でございます。事務局から説明をお願いします。

自然環境担当ﾘｰﾀﾞｰ ―資料１に基づき、令和４年度の指定予定地について説明した。―

議長 ただ今の説明に関しまして、ご意見、ご質問等ございましたらお願いします。

委員 今回の指定予定地は個人が所有しているのですか。また、景観緑地指定区域図

の白抜きとなっている箇所は今後指定していく予定ですか。

自然環境担当ﾘｰﾀﾞｰ 予定地は個人の所有となります。本年度の指定予定地は１筆となりましたが、

引き続き未指定地の所有者の同意が得られるよう交渉していきます。

委員 指定することについてのメリットとデメリットについて伺います。

自然環境担当ﾘｰﾀﾞｰ メリットは所有者の自然環境に対する意識向上と固定資産税相当額の補助金

交付、デメリットは土地利用について事前協議が必要となることです。

委員 天覧山・多峯主山周辺で景観緑地指定地の標識を見かけるが、どこが景観緑

地指定区域であるかの情報は、ホームページで公開されていますか。

自然環境担当ﾘｰﾀﾞｰ 問い合わせがあれば対応している状況です。ホームページでの公開については

所有者の同意が必要となることから今後検討していきます。

議長 他に、質問等はございますか。

委員 ―「なし」の声あり―

議長 それでは、以上で質疑を終了し、採決を行います。「諮問１号天覧山・多峯主山

周辺の景観緑地の指定について」を原案のとおり可決してよろしいでしょうか。

委員 ―「異議なし」の声あり―

議長 それでは、原案のとおり可決いたします。

議長 次の議事に移ります。

議事（２）の「諮問２号第３次飯能市環境基本計画の策定について」でござい

ます。事務局から説明をお願いします。

環境計画担当リーダー ―資料２に基づき、環境基本計画策定に関する基本的事項及びスケジュールを説

明し、令和３年度に実施したアンケート結果について報告した。―

議長 ただ今の説明に関しまして、ご意見、ご質問等ございましたらお願いします。
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会 議 録 （３）

発 言 者 発 言 内 容

議長 確認事項として聞いておきたいのですが、来年１年間かけて次期計画を策定す

るプロセスについて、意見を求めていくということですよね。次期計画の原案に

ついては市が作成するという認識でよろしいですか。

環境計画担当リーダー お見込みのとおりです。

委員 アンケートは地域ごとに回答率は求められていますか。また、市街地と山間部

の回答率への偏りは生じていないのですか。

環境計画担当リーダー ４ページのとおり回答者の地区別の割合が表示されていますが、無作為で抽出

していることから市街地、山間地の割合の調整はしていません。

委員 アンケート結果の公表は検討しているのですか。

環境計画担当リーダー お見込みのとおりです。

議長 他に、質問等ございますか。

委員 ―「なし」の声あり―

議長 それでは、次の議事に移ります。

議事（３）の「緑のトラスト保全第４号地（飯能河原周辺河岸緑地）の取得に

ついて（報告）」でございます。事務局より報告をお願いします。

自然環境担当ﾘｰﾀﾞｰ ―資料３に基づき、令和３年度に取得したトラスト用地について報告した。―

議長 ただ今の報告について、ご意見、ご質問等ございましたらお願いします。

委員 トラスト地の保全管理の方向性や活動状況について報告しているのですか。

自然環境担当ﾘｰﾀﾞｰ 環境基本計画年次報告書の中で活動を報告しています。具体的には（公財）さ

いたま緑のトラスト協会と協働で月２回の枝木の剪定、下草刈り、枯損木の撤去

等を行っています。また、毎年４月には県取得地でスラックラインのイベントを

開催しています。

委員 急傾斜地に面した箇所の災害対策はどのようにされていますか。

自然環境担当ﾘｰﾀﾞｰ 土砂災害警戒区域に該当していないため、緑地として保全管理する以外の具体

的な対策は講じていませんが、定期的なトラスト活動の中で風水害の被害の原因

となりうる枯損木の見回り等を実施しています。

議長 他に、質問等ございますか。

委員 ―「なし」の声あり―

議長 それでは、次の議事に移ります。

議事（４）の「みらい環境基金について（報告）」でございます。事務局より

説明をお願いします。

環境緑水課長 ―資料４に基づき、飯能市環境づくり基金と飯能市緑の基金を統合し、飯能市み

らい環境基金を設置することについて報告した。―

議長 ただ今の説明について、ご意見、ご質問等ございましたらお願いします。

委員 飯能市環境づくり基金と飯能市緑の基金の残額について伺います。

環境緑水課長 前者が約７３万円、後者が約４億９，０００万円です。

委員 一般企業からの寄附も受け付けているのですか。
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会 議 録 （３）

発 言 者 発 言 内 容

環境緑水課長 はい、受け付けております。なお、緑の基金は、ふるさと納税からの寄附が多

いですが、一般企業からも若干ではありますが、寄附をいただいております。

議長 他に、質問等ございますか。

委員 ―「なし」の声あり―

議長 それでは、本日の議事を全て終了とさせていただきます。ご協力ありがとうご

ざいました。進行を事務局に戻します。

６．その他

環境緑水課長 「その他」に移らさせていただきます。委員の皆様から連絡等はありますか。

委員 ―「なし」の声あり―

環境緑水課長 事務局から阿須山中土地有効活用事業の進捗状況について報告します。

―資料５に基づき、阿須山中土地有効活用事業の進捗状況について報告した。―

環境緑水課長 ただ今の説明について、ご意見、ご質問等ございましたらお願いします。

委員 検証委員会の報告書はいつ頃公開されるのですか。

環境緑水課長 検証委員会は１回開催されたと市長から聞いておりますが、内容については、

まだ公表できる状態ではないとのことです。

委員 開発場所を見学することはできるのですか。

環境緑水課長 開発現場に立ち入ることはできませんが、開発区域の中にハイキング道が通っ

ているので、そこから見ることはできます。

委員 開発面積はどのくらいですか。

環境緑水課長 公共用地は１７ヘクタール、開発区域では１８ヘクタールです。

委員 （意見）環境影響評価の対象ではない開発ではあるが、本審議会に諮問があって

も良かったのではないかと個人的には思っています。

環境緑水課長 その他何かございますか。

委員 ―「なし」の声あり―

環境緑水課長 本日の議事につきましては、慎重審議により無事終了しました。

ご協力ありがとうございました。

７．閉会

副会長 以上で第１回飯能市環境審議会を閉会いたします。

午後４時００分終了

議事のてん末・概要を記載し、その相違ないことを証するためここに署名します。

年 月 日

議 長 の 署 名
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